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1923年（大正 12年）9月 1日 11時 58分に発生した関東大震災によって南関東中心に大きな

被害をもたらした地震災害から 101年。死者・行方不明者は推定 10万 5,000人で、明治以降

の日本の地震被害としては最大規模の被害となっており、9月 1日は防災の日として過去災害

を教訓に地域・家庭の安心と安全を見直す大切な日です。今月は各地域でも防災訓練など開催

されますので、確認のためにも訓練への積極的な参加をお願い致します。 

【戸塚区】地域防災拠点 ３５か所 
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番号 学 校 名 所 在 地 

１ 名瀬小学校 名瀬町 776 

２ 名瀬中学校 名瀬町 791-6 

３ 川上北小学校 川上町 63-1 

４ 東品濃小学校 品濃町 559 

５ 品濃小学校 品濃町 504-1 

６ 平戸小学校 平戸町 542 

７ 平戸台小学校 平戸町 1165 

８ 境木中学校 平戸 3-48-2 

9 上矢部小学校 上矢部町 1463-4 

１０ 川上小学校 秋葉町 203-2 

１１ 秋葉小学校 秋葉町 392-1 

１２ 柏尾小学校 柏尾町 1317 

１３ 鳥が丘小学校 鳥が丘 53 

１４ 矢部小学校 矢部町 1698 

１５ 東戸塚小学校 吉田町 88 

１６ 舞岡中学校 舞岡町 226 

１７ 舞岡小学校 舞岡町 534 

１８ 南舞岡小学校 南舞岡 4-15-1 

１９ 汲沢小学校 汲沢 3-6-1 

２０ 東汲沢小学校 汲沢 1-16-1 

２１ 戸塚中学校 戸塚町 4542 

22 戸塚小学校 戸塚町 132 

23 南戸塚小学校 戸塚町 2790-3 

２４ 南戸塚中学校 戸塚町 1842-1 

２５ 倉田小学校 上倉田町 1426-6 

２６ 豊田中学校 下倉田町 950 

２７ 汲沢中学校 汲沢町 550-2 

２８ 深谷小学校 深谷町 1688-2 

２９ 横浜深谷台小学校 深谷町 1312-1 

３０ 深谷中学校 深谷町 1071 

３１ 大正小学校 原宿 4-17-1 

３２ 大正中学校 原宿 4-12-1 

３３ 小雀小学校 小雀町 1845 

３４ 東俣野小学校 東俣野町 1103-1 

３５ 下郷小学校 戸塚町 2447-2 

 

 

  

 

＜＜いざという時のために！地域の避難場所をチェックしましょう！＞＞ 

 

 

横浜市政レポート 

 

 

 

 

〇風水害(土砂災害・大型台風・洪水)で開設が予想される避難

場所については左記←のQRコードより確認ください。 

 

※各地域にて避難時に河川や冠水しやすい場所を渡るような

ことは避け、より安全な場所を確認下さい。 

★戸塚区ホームページよりデータ掲載 

 

〇風水害時に開設する避難場所 

風水害時は、土砂災害や洪水等、災害が発生する恐れがある地域に対し、避難 

情報（高齢者等避難、避難指示）を発令します。該当地域に近い小中学校及び  

地区センター等を避難場所として選定し、開設します。開設・運営については、  

区役所職員が行います。 

 

〇地震時（市内震度５強以上）に開設する避難所（地域防災拠点） 

 市内で震度５強以上の地震が発生した場合に、区内 35箇所の避難所（地域防災  

拠点）が開設されます。 

開設・運営については、地域の方々を中心とした、地域防災拠点運営委員会が 

実施します。 

         

  

 

■地域防災拠点とは、地震などで家が倒壊したり焼失したりして住む場所が 
なくなった人が、一定期間避難生活を送る場所です。 
食料・飲料水や生活用品、防災資機材などが備蓄されています。 
また、救援物資もこの地域防災拠点に配送されることになっているため、  
拠点以外で避難生活を送る被災者も、ここで物資や情報を受け取ることが 
できます。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1923%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%AD%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%881%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E6%9D%B1%E5%9C%B0%E9%9C%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E9%96%A2%E6%9D%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E9%9C%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%81%BD%E5%AE%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
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★横浜新道上り線渋滞解消に向けて３車線化へ （川上 IC～新保土ヶ谷 JCT）★ 

 

 

      

 

 

 

戸塚区を縦断する国道１号線。そのバイパスとして横浜新道があり、戸塚から保土ヶ谷バイパス、横浜横須賀道路、第３京浜、

首都高、湾岸線などと結ばれる大動脈です。2022 年度時点で 1 日あたり交通量は 12 万台近くにのぼります。 

 この横浜新道は、「緩やかなダウン・アップ」が多く続くことから、連日、朝夕を中心に渋滞が発生します。そこで、この個所も

含め神奈川県内の渋滞ポイントなど、国土交通省 横浜国道事務所において検討が進められ、2024年 3月 4日の「神奈川県

渋滞ボトルネック検討ワーキンググループ」6回目の会議において改善内容が纏められました。 

横浜新道上り線の渋滞対策としては、川上 ICから新保土ヶ谷 JCTに至る約２㎞に「付加車線」つまり「3車線目」を新設す

る改善となります。いよいよ事業が開始され、工期２０２５年１１月末完成に向けて進められます。事業中のご協力を宜しくお願

い致します。 

 

 

★今井 IC付近や川上 IC付近のダウン・アップ部を先頭とする渋滞の発⽣回数が多く、 
⼾塚料⾦所から新保⼟ヶ⾕IC間で速度低下 を観測 

 

 

 

 

 

 

 

※サグ部：下り坂から上り坂へと変化するポイント 

※神奈川県渋滞ボトルネック検討ワーキンググループ」6回目の会議資料より 

 

 


